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ポニー園指定管理者運営評価結果について 

 

ポニー園指定管理者の令和元年度運営評価結果を報告する。 

 

１ 施 設 名   

ポニー園 

  目黒区碑文谷六丁目９番３１号 

 

２ 指定管理者   

公益財団法人ハーモニィセンター  

東京都渋谷区代々木神園町３番１号 

代表理事 大野 重男 

 

３ 指定期間及び運営評価の対象期間 

  指 定 期 間：平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで（５年間） 

  評価対象期間：平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで 

 

４ 運営評価の方法 

  「目黒区都市整備施設指定管理者運営評価委員会設置要綱」に基づき設置された目黒区都市整備

施設指定管理者運営評価委員会（別表）において、指定管理者から提出された事業報告書、利用

者アンケートの結果、指定管理者の自己評価等をあらかじめ定めた基準に基づき評価を行った。 

 

５ 事業報告書の概要 

  別紙「ポニー園事業報告書（概要）」のとおり 

 

６ 施設運営に係る区の歳入・歳出決算額の推移                    （円） 

項 目 ２６年度 

（3期１年目） 

２７年度 

(3 期 2年目〉 

２８年度 

(3 期 3年目〉 

２９年度 

(3 期 4年目〉 

３０年度 

(3 期 5年目) 

備 考 

歳 入 6,513,875 6,571,800 5,418,400 6,105,400 6,228,400 ポニー園使用料 

歳 出 40,557,240 40,557,240 40,557,240 40,557,240 40,557,240 精算項目除く 

項 目 令和元年度 

（4期１年目） 

    備 考 

歳 入 5,578,400     ポニー園使用料 

歳 出 43,124,487     精算項目除く 

   ※導入前１７年度の収入 3,612,150 円 支出 39,957,951 円（区の歳入・歳出決算額） 

 

７ 指定管理者の自己評価結果(100 点満点換算点) 

自 己 評 価 ９６点：十分水準を超えている 

 

８ 総括評価結果(100 点満点換算点) 

総 合 評 価 ８０点：十分水準を超えている 

 

 

 

都 市 環 境 委 員 会 資 料 

令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 

都 市 整 備 部 道 路 公 園 課 
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９ 評価内訳                                (評価委員 4 人） 

評価項目 内  容 

委員１人

あたりの

配点 

配点 得点 

1 サービスの実

施に関する事項 

(1) 施設の設置目的を十分発揮する内容となっていたか。 ２５ １００ ８２ 

(2) 動物を適正に飼育・供給する内容となっていたか。 ２０ ８０ ６３ 

(3) 施設が適正に維持管理できる内容となっていたか。 ５ ２０ １３ 

(4) 利用者の平等な利用の確保が図られたか。 ５ ２０ １５ 

(5) 利用者の声を反映する仕組みとなっていたか。 ５ ２０ １６ 

(6) 障害者の自立支援に寄与する内容となっていたか。 １０ ４０ ３６ 

(7) 被雇用者の利用者対応は適切であったか。 １０ ４０ ３２ 

(8) 被雇用者の技術向上や接遇等研修体制が整っていた

か。 

   ５ ２０ １６ 

(9) 住民参加の体制がとられていたか。 １０ ４０ ３６ 

2 経営能力等に

関する事項 

(1) 管理を安定的に遂行する物的・人的能力があったか。 １５ 

 

６０ ４４ 

(2) 個人情報を適切に管理できたか。 ５ ２０ １４ 

(3) 情報公開に関して適切に対応できたか。 ５ ２０ １２ 

(4) 安全管理が適切に行われたか。  １０ ４０ ３１ 

(5) ユニバーサルサービスの体制が確保されていたか。 １０ ４０ ３２ 

(6) 環境配慮に関する取り組みはなされていたか。 ５ ２０ １７ 

3 管理運営経費

に関する事項 

(1) 管理運営経費の効率化が図られたか。 ５ ２０ １６ 

合計点 
 ６００  ４７５ 

改善提案評価（翌年度事業計画含む） １０ ４０ ３２ 

総合評価点  ８０点 

(100 点満点に換算) 

※総合評価点は、各委員の評価点（改善提案評価を含む）を１００点満点に換算し、平均したも

のである。 

 

 

所 見 
１ サービス、運営管理 

（１）利用者数は、新型コロナウイルス感染症対策により３月に施設を閉鎖したこと

による影響により、前年度に比べて１万７千人程少ない１１万７千人強となって

いる。 

（２）「ポニーまつり」、「大人・親子乗馬会」、「ゲーム大会」、「ミニイベント」など

の事業を企画・実施し、利用者へのサービス向上を図っている。 

（３）碑文谷公園で開催される「さくらフェスティバル」への協力など、積極的に地

域と連携をとっている。 

（４）ボランティア育成研修の開催や中学生の職場体験受け入れを行い、ボランティ

アの育成に力を入れている。 

（５）ボランティアの障害児乗馬への参加による交流や、障害児乗馬プログラムに作

業体験を取り入れ、障害者の自立支援にも貢献している。 
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２ 動物の飼育・供給体制 

（１）各プログラムに適した動物を配置し、利用状況に応じて動物のローテーション 

をする等、適切な動物の配置を行っている。また、馬運車を常備し、ポニーの緊

急供給体制も確立している。 

（２）動物クラブの子どもたちも飼育に参加し、清潔で適切な管理が行われている。 

また、職員による小動物の繁殖も行い、適切な動物数の確保に努めている。 

 

３ 利用者対応               

（１）受付・抽選は、マニュアルに基づき適切に行っている。また、マナー接遇研修 

などを行い、利用者サービスの向上を図っている。 

（２）アンケート調査結果において、職員の対応・プログラム内容ともに高い評価を 

得ている。 

（３）利用者からアレルギー対策を徹底するよう要望を受けたことについて職員で共 

有するとともに、教室の活動内容を説明した資料を改めて作成し、保護者にも周 

知している。 

 

４ 個人情報管理 

個人情報保護方針・取扱規程に基づいて、窓口における個人情報の管理を適切に

行っている。また、職員を対象に、個人情報管理に関する研修も行っている。 

 

５ 安全管理 

（１）緊急時の連絡体制等が整備され、全職員を対象とした救急救命講習などを実施

している。 

（２）安全管理マニュアルの運用をスムーズに行うため、自主消防訓練を行っている。 

（３）新型コロナウイルス感染症対策として、職員や利用者への予防対策に取り組ん

でいる。 

 

以上から総合的に判断して、指定管理者の管理の業務は、「十分水準を超えてい

る」と評価ができる。 

 

（別表） 

  「目黒区都市整備施設指定管理者運営評価委員会」（敬称略） 

職 職 名 氏 名 

委員長 中小企業診断士 佐々木 泰 

副委員長 弁護士 北村 聡子 

委 員 大学講師 西村 亮彦 

委 員 
都市整備部長 

（街づくり推進部長兼務） 
中澤 英作 

以   上 

（参考） 

「評価区分」 

区 分 
十分水準を

超えている 

水準を超えて

いる 

水準に達して

いる 

水準に達して

いない 

水準をかなり下

回っている 

評価結果 

(100 点満点) 

８０点以上 ８０点未満 

７０点以上 

７０点未満 

６０点以上 

６０点未満 

５０点以上 

５０点未満 
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ポニー園事業報告書（概要） 

１ 施設の概要 

施 設 名 ポニー園 

所 在 地 目黒区碑文谷六丁目９番３１号 

施 設 馬場、小動物とのふれあい動物コーナー、ポニー引き馬コース、ポニー舎 

事 業 内 容 

(条例の規定) 

目黒区立公園条例第１条の目的である区民の福祉の増進と生活文化の向上に寄与す

ることに基づき、公園の活性化、地域住民との協働、青少年育成及び障害児福祉等

を行う。 

 

２ 指定管理者の概要 

団 体 名 公益財団法人ハーモニィセンター 

所 在 地 東京都渋谷区代々木神園町３番 1号 

代 表 者 代表理事 大野 重男 

指定期間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで（５年間） 

受任業務 １ 指定公園の特殊施設（目黒区立碑文谷公園にあっては、ポニー園に限る。以下

「指定施設」という。）の利用の承認、不承認、制限その他の利用に関する業務 

２ 指定施設及び器具等の日常の維持管理に関する業務 

３ 指定施設の設備等の保全及び修繕(区長が指定するものに限る。)に関する業務 

 

３ 管理業務の実施状況（事業・行事等の実施状況、施設の利用状況、施設管理の状況など） 

（１）主な事業の実施状況 

 項 目 範 囲 内 容  

 施設管理 管理事務所(馬房)、馬場、

ふれあい広場、動物舎等 

開園日数 ２６１日 

日常清掃・ふれあい広場・ポニー教室・

子どもボランティア育成等の業務を実

施 

 

（２）施設利用の状況 

 

項 目 
ふれあい 

（人） 

引き馬

（人） 

個人 

教室

（人） 

団体 

教室

（人） 

ボラン

ティア

(人) 

計 

（人） 

使用料収入 

(円) 

 

 ２４年度 ６１,８１０ ２２,１６３ ５,５７４ ４,８９７ ２,４４０ ９６,８８４ ４,９８９,１００ 

 ２５年度 ６１,３３５ ２０,９６３ ４,７２８ ４,５２３ ２,４９５ ９４,０４４ ６,３０２,８８８ 

 ２６年度 ６９,８７８ ２１,７１８ ５,４７７ ４,７９１ ２,３１６ １０４,１８０ ６,５１３,８７５ 

 ２７年度 ７０,２７５ ２１,６９９ ６,４１１ ４,４８７ ２,１４０ １０５,０１２ ６,５７１,８００ 

 ２８年度 ４９,８２０ １６,２８０ ７,２５３ ４,０６５ ２,４７９ ７９，８９７ ５,４１８,４００ 

 ２９年度 ６３,１６５ １９,６４６ ６,９０８ ４,２４７ ２,５３８ ９６,５０４ ６,１０５,４００  

 ３０年度 ６５,９５３ ２０,０４２ ６,８０５ ４,４４５ ２,２２７ ９９,４７２ ６,２２８,４００  

  元年度 ５４,５７２ １８,１４５ ５,８６１ ３,８６８ ２,９１０ ８５,３５６ ５,５７８,４００  

 ※導入前１７年度の施設利用の状況 

・ふれあい３６,４２５人  引き馬１３,９７６人  個人教室４,７０２人  団体教室４,６４７人 

ボランティア１,６０２人  計６１,３５２人 

  ・使用料収入 ３,６１２,１５０円 

 

別紙 
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４ 管理経費収支状況（指定管理者の収支決算の状況）             (単位 円) 

項  目 元年度決算 備  考 

収入額① 管理経費 ４３, １２４, ４８７ 委託料 

修繕費 １０８，０００ 精算項目 

収入額 計 ４３, ２３２, ４８７  

支出額② 管理経費 ４３, １２１，７３５ 人件費・管理費等 

修繕費 １１０，７５２  

支出額 計 ４３, ２３２, ４８７  

差引 （①－②） ０  

 

５ 苦情対応状況報告 

内  容 対  応 

ポニー教室（個人）参加の保護者よ

り、アレルギー対応を徹底するよう

要望を受けた。 

教室の活動内容を説明した資料を改めて作成し、他の保護

者にも配布した。 

 

６ サービス向上及び経費削減努力事項 

内  容 効  果 

①ポニーまつり 日頃体験できない親子乗馬や乗馬体験レッスンを行い、地元の住民

や団体との交流を図った。 

②各種イベントの実施 動物へのエサあげ体験、小動物の名前あてクイズなどの各種イベン

トを実施し、参加者の施設運営への理解を深めた。 

③職場体験の受入れ 区内中学校などの職業体験を、ボランティア育成の一環として捉え

積極的に受け入れた。年間延べ 25名が動物広場の仕事を体験した。 

④ボランティア育成 ボランティア研修会を開催し、193 名のボランティアが研修会に参加

した。 

 

７ アンケート結果 

（１）実施時期 

 令和元年１２月２１日～令和２年２月９日 

（２）回収率 

 一 般 利 用 者 ：９７％（配布数２７０枚、回収数２６３枚） 

 ポニー教室（個人）：７６％（配布数８０名、回収数６１枚） 

 ポニー教室（団体）：８９％（配布数８０名、回収数７１枚） 

（３）利用者満足度 

 

 

 

 

 

項目 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答 

①職 員 対 応 ７９％    ５％    ４％   ０％    ０％  １２％ 

②プログラム内容  ７３％  １１％  １４％   １％ ０％   １％ 
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８ ２年度に向けた改善提案 

番号 項目内容 区の対応 

1  英語表記のパンフレット作成 提案を採用 

2  
軽乗（アクロバットライディング）技の

解説カード作成 
提案を採用 

 

以   上 

 

 

 

 


